
＜参考資料１＞ 主要料金単価表 

  

(1) 接続送電サービス料金等 

 新料金 旧料金 差 

基 本 料 金（円/kW） 455 465 ▲  10高 圧で供給

す る 場 合 電力量料金（円/kWh） 2.98 3.08 ▲0.10

基 本 料 金（円/kW） 380 395 ▲  15

標準接続送電 

サービス料金 特 別高圧で

供給する場合 電力量料金（円/kWh） 1.19 1.25 ▲0.06

基 本 料 金（円/kW） 455 465 ▲  10

昼間 3.32 3.44 ▲0.12
高 圧で供給

す る 場 合
電力量料金

（円/kWh） 夜間 2.51 2.60 ▲0.09

基 本 料 金（円/kW） 380 395 ▲  15

昼間 1.30 1.36 ▲0.06

時間帯別 

接続送電 

サービス料金 特 別高圧で

供給する場合
電力量料金

（円/kWh） 夜間 1.05 1.10 ▲0.05

高圧で供給する場合（円/kW） 387 395 ▲ 8 ピークシフト 

割引額 特別高圧で供給する場合（円/kW） 323 336 ▲13 

近接性評価割引額（円/kWh） 0.04 0.04 0

（注）旧料金は，平成 17 年１月１日実施の料金改定後の料金です。 

    昼間とは，毎日午前８時から午後 10 時までの時間（日曜日，祝日，1/2，1/3，4/30，

5/1，5/2，12/30，12/31 の該当する時間を除く）をいい，夜間とは昼間以外の時

間をいいます。 

ピークシフト割引とは，昼間から夜間へ負荷移行した結果，１年を通じての最大

電力が夜間に発生する場合に，昼間の最大電力を上回る電力について行なう割引

をいいます。 

近接性評価割引とは，福岡県，熊本県および宮崎県に立地する発電所からの受電

電力量について行なう割引をいいます。 

 

(2) 予備送電サービス料金 

（円/kW）  

 新料金 旧料金 差 

高圧で受電または供給する場合 75 75 0予 備 送 電

サービス料金Ａ 特別高圧で受電または供給する場合 65 65 0

高圧で受電または供給する場合 135 135 0予 備 送 電

サービス料金Ｂ 特別高圧で受電または供給する場合 125 125 0

（注）旧料金は，平成 17 年１月１日実施の料金改定後の料金です。 



 (3) 不足供給料金 

標準変動範囲内電力料金（円/kWh） 

〔３％以内の不足電力について補給する電力の料金〕 
7.87 

基本料金（円/kW） 945 

夏  季 16.80 

昼 間 

その他季 11.22 

選択変動範囲内電力料金 

〔３％から 10％の範囲

内で，選択された範囲

の不足電力について補

給する電力の料金〕 

電力量料金 

（円/kWh） 

夜 間 9.21 

夏  季 83.76 
昼 間 

その他季 50.24 

変動範囲超過電力料金（円/kWh） 

〔変動範囲を超過する不足電力につい

て補給する電力の料金〕 夜 間 38.19 

（注）夏季とは，毎年７月１日から９月 30 日までの期間をいい，その他季とは毎年 10 月

１日から翌年の６月 30 日までの期間をいいます。 

 

 (4) 託送供給余剰電力購入料金 

標準変動範囲内（円/kWh） 

〔３％以内の余剰電力について購入する

電力の料金〕 

2.30 

接続供給にともなう余剰

電力購入料金 
選択変動範囲内（円/kWh） 

〔３％から 10％の範囲内で，接続供給契約

で選択された範囲の余剰電力について

購入する電力の料金〕 

1.15 

振替供給にともなう余剰電力購入料金（円/kWh） 

〔３％以内の余剰電力について購入する電力の料金〕 
2.30 
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